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二
〇
〇
九
年
八
月
、
さ
ま
ざ
ま
な
幸
運
が
重
な
っ
て
、
私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン

州
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館
で
江
戸
時
代
ま
で
の
肉
筆
日
本
絵
画
を
ま
と
め
て
調
査
す
る
機
会
を

得
た
。
全
米
で
も
有
数
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
美
術
館
に
、
良
質
の
日
本
古
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
る
こ
と
は
、
な
ぜ
か
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
シ
ア
ト
ル
美
術
館
か
ら
そ
う
遠

く
な
い
位
置
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
美
術
史
研
究
者
が
調
査
に
来
る
こ
と
も
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
美
術
館
の
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
は
浮
世
絵
版
画
で
あ
る
が
、

肉
筆
の
掛
軸
や
屛
風
も
相
当
数
あ
る
。
今
回
、
時
間
的
な
限
界
が
あ
っ
て
悉
皆
調
査
に
は
及
ば
な

か
っ
た
が
、
屛
風
を
中
心
に
か
な
り
の
点
数
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

二
〇
〇
九
年
度
末
の
時
点
で
私
た
ち
は
そ
の
中
か
ら
す
み
や
か
に
世
に
知
ら
し
め
て
お
く
べ
き

も
の
を
選
ん
で
本
誌
上
に
紹
介
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
期
を
逸
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
近
時
た
ま
た
ま
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館
側
の
理
解
を
改
め
て
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
本
稿
を
起
こ
し
、
も
っ
て
学
芸
員
マ
リ
ベ
ス
・
グ
レ
ー
ビ
ル
、
リ
ン
・
カ
ツ
モ
ト

両
女
史
そ
の
他
、
美
術
館
関
係
の
方
々
か
ら
受
け
た
ご
厚
恩
に
少
し
で
も
報
い
た
い
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
本
誌
上
に
「
稀
蹟
雑
纂
」
と
称
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
。
六
三
号
（
一

九
三
七
年
三
月
（、
六
六
号
（
同
六
月
（、
九
七
号
（
一
九
四
〇
年
一
月
（
の
三
回
で
、
執
筆
者
は
前

二
者
は
田
中
喜
作
、
最
後
の
一
回
は
渡
邊
一
で
あ
る
。
原
則
的
に
逸
伝
絵
師
の
作
品
を
簡
単
に
紹

介
す
る
と
い
う
形
式
の
記
事
で
、
い
ず
れ
そ
れ
が
積
み
重
な
れ
ば
、
大
き
な
資
料
集
に
な
る
と
い

う
構
想
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
誰
に
も
継
承
さ
れ
な
い
ま
ま
消
滅
し
た
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
作
品
に
は
「
稀
蹟
」
と
称
し
て
は
失
礼
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
私
が

こ
う
い
う
形
で
の
紹
介
を
考
え
た
時
に
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
う
い
う

資
料
紹
介
の
あ
り
方
は
、
今
で
も
、
い
や
今
だ
か
ら
こ
そ
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
本
稿

を
「
続
稀
蹟
雑
纂
」
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。

（
綿
田　

稔
（

東
北
院
職
人
歌
合
絵　
断
簡
（
図
版
3
（

　

一
枚
、
竪
二
六
・
二
セ
ン
チ
、
横
五
九
・
三
セ
ン
チ　

蔵
品
番
号55.26（

　

中
近
世
に
多
く
の
作
例
を
生
ん
だ
職
人
歌
合
絵
の
断
簡
。
和
歌
を
記
し
た
左
手
の
料
紙
は
、
絵

を
描
く
右
手
の
料
紙
と
色
目
が
異
な
り
後
世
に
付
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

左　
　

刀
鋭

　

わ
か
や
と
の
と
水
に
や
と
る
月
影
の

　

あ
や
し
や
い
か
に
さ
ひ
て
み
る
ら
む

　
　

右　

鋳
物
師

　

た
ゝ
ら
ふ
む
宿
の
煙
に
月
か
け
の

　

か
す
み
も
は
て
ぬ
有
明
の
つ
き

　

中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
職
人
歌
合
絵
は
、
東
北
院
職
人
歌
合
絵
、
鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
絵
、
三

十
二
番
職
人
歌
合
絵
、
七
十
一
番
職
人
歌
合
絵
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
刀
鋭
（
刀
研
・

刀
磨
（
と
鋳
物
師
を
番
わ
せ
、
同
一
の
和
歌
を
載
せ
る
の
は
東
北
院
職
人
歌
合
絵
で
あ
る
。

　

東
北
院
職
人
歌
合
絵
は
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
（
九
月
十
三
日
の
念
仏
会
の
折
、
道
々
の
者

ど
も
が
左
右
に
分
か
れ
、
月
と
恋
を
題
に
歌
を
番
わ
せ
競
い
合
っ
た
と
す
る
も
の
で
、
五
番
本
と

十
二
番
本
の
二
系
統
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
五
番
本
は
、
医
師
・
陰
陽
師
、
鍛
冶
・
番
匠
、
刀
磨
・

―
―　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館
所
蔵
作
品
簡
解
（
一
）　
―
―

　
　
　

は
し
が
き

414.indb   97 15/02/09   15:35



美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

98

二
八

鋳
物
師
、
巫
・
博
打
、
海
人
・
賈
人
が
左
右
に
番
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詠
ん
だ
月
と
恋
の
和
歌
が

一
首
ず
つ
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
最
古
の
職
人
歌
合
絵
で
あ
る
東
京
国
立
博
物
館
本
（
曼
殊
院
旧

蔵
（、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
（
高
松
宮
旧
蔵
（、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
（
（
（

が
知
ら
れ
る
。
対
し
て

十
二
番
本
は
、
医
師
・
陰
陽
師
、
仏
師
・
経
師
、
刀
磨
・
鋳
物
師
、
巫
女
・
盲
目
、
深
草
・
壁
塗
、

紺
掻
・
莚
打
、
塗
師
・
檜
物
師
、
針
摺
・
数
珠
引
、
桂
女
・
大
原
女
、
商
人
・
海
人
の
組
合
せ
で

（
一
部
伝
本
で
組
合
せ
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
（、
五
番
本
に
重
複
す
る
歌
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
本
の
図
様
を
見
て
み
よ
う
。「
刀
鋭
」
は
砥
石
に
刀
を
あ
て
、
ま
さ
に

刀
を
研
磨
し
て
い
る
姿
を
描
き
、
そ
の
周
り
に
は
水
を
入
れ
た
木
桶
、
砥
石
や
刀
装
を
解
か
れ
た

刀
二
本
が
置
か
れ
て
い
る
。「
鋳
物
師
」
は
団
扇
を
持
つ
人
物
と
、
そ
の
左
手
に
土
壁
の
よ
う
な

も
の
の
前
に
炎
の
立
つ
炉
、
そ
の
背
後
に
人
物
の
一
部
が
見
え
て
い
る
。
諸
本
の
図
様
と
見
比
べ

て
み
る
と
、
現
存
最
古
の
東
博
本
は
す
べ
て
の
詠
者
に
背
景
な
ど
を
描
い
て
お
ら
ず
、
刀
磨
と
鋳

物
師
の
姿
も
お
の
ず
か
ら
異
な
る
（
挿
図
（
（。
対
し
て
歴
博
本
、
フ
リ
ー
ア
本
は
、「
職
人
」
た

ち
の
用
い
る
道
具
な
ど
も
描
い
て
お
り
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
本
と
も
非
常
に
近
し
い
図
様
と
な
っ
て

い
る
（
挿
図
2
・
3
（。
た
だ
し
、「
鋳
物
師
」
の
図
様
は
、
歴
博
本
、
フ
リ
ー
ア
本
が
鞴
を
踏
む

職
人
の
姿
を
描
い
て
お
り
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
本
と
は
異
な
る
。

　

こ
う
し
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
本
の
よ
う
な
姿
を
描
く
「
鋳
物
師
」
は
、
中
世
の
作
例
で
は
確
認
で

き
な
い
が
、
十
二
番
本
を
描
い
た
も
の
を
屛
風
に
貼
り
交
ぜ
た
近
世
の
い
く
つ
か
の
作
例
で
確
認

で
き
る
。
現
在
は
所
在
不
明
な
が
ら
、
尾
高
家
本
（
挿
図
4
（、
前
川
家
本
（
挿
図
5
（
と
称
す
る

作
例
で
あ
る
（
2
（

。
こ
れ
ら
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
本
と
比
較
す
る
と
、「
鋳
物
師
」
が
同
様
の
図
様
で
描

か
れ
る
ほ
か
、「
刀
鋭
」
の
傍
ら
に
描
か
れ
る
の
が
二
本
の
刀
で
あ
る
点
も
一
致
す
る
。
歴
博
本
、

フ
リ
ー
ア
本
で
は
、
こ
れ
ら
が
槍
と
薙
刀
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
は
異
な
る
系

統
に
属
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。
よ
っ
て
本
作
は
東
北
院
職
人
歌
合
絵
、
と
り
わ
け
十
二
番
本
の
あ

る
伝
本
か
ら
分
か
れ
た
断
簡
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

十
二
番
本
の
祖
本
は
室
町
期
に
は
成
立
、
広
く
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
近
世
に

は
多
く
の
写
本
や
版
本
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
作
も
そ
の
線
描
や
硬
直
し
た
画
面
か
ら
何

ら
か
の
伝
本
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
が
、
室
町
期
（
十
六
世
紀
（
に
さ
か
の
ぼ
る
十
二
番
本
東
北

院
職
人
歌
合
絵
の
作
例
と
し
て
貴
重
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

（
土
屋
貴
裕
（

挿図 （　東博本 東北院職人歌合絵

挿図 2　歴博本 東北院職人歌合絵「鋳物師」（左）・「刀磨」（右）

挿図 3　フリーア本　東北院職人歌合絵「鋳物師」・「刀磨」

挿図 4　尾高家本　東北院職人歌合絵鋳物師
「鋳物師」（左）・「刀鋭」（右）

挿図 5　前川家本　東北院職人歌合絵「鋳物師」・「刀鋭」
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薄
手
の
彩
色
は
総
じ
て
鮮
や
か
だ
が
、
色
数
は
そ
う
多
く
な
い
。
た
だ
し
粒
子
の
細
か
い
朱
色

の
発
色
に
は
異
様
な
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
画
面
左
奥
の
遠
山
の
周
囲
を
中
心
と
し

て
、
わ
ず
か
に
金
泥
が
は
か
れ
る
。

　

落
款
印
章
は
な
く
、
屛
風
の
襲
木
の
端
に
「
伝
宗
丹
筆
花
鳥
図
」
と
い
う
貼
紙
が
あ
る
が
、
そ

う
古
い
も
の
で
は
な
い
。
ひ
と
通
り
修
復
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
修
復
時
の
補
加
筆
が
ど
の

程
度
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。
除
外
し
は
じ
め
る
と
ほ
ぼ
白
紙
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
全
面
的

に
補
加
筆
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
画
面
が
荒
れ
た
形
跡
も
な
い
。
か
と
い
っ
て
紙
の
風

合
い
か
ら
、
近
代
の
贋
作
と
も
思
え
な
い
。

　

本
図
に
つ
い
て
は
河
合
正
朝
が
『Periods of Transition in East Asian Art

』（
文
化
財
の
保
存
及
び

修
復
に
関
す
る
国
際
研
究
集
会
報
告
書
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
八
年
（
で
モ
ノ
ク
ロ
図

版
を
紹
介
し
て
い
る
。
氏
は
こ
れ
を
い
わ
ゆ
る
「
宗
丹
屛
風
」
の
一
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
貼
紙

の
「
伝
宗
丹
筆
」
は
、
江
戸
時
代
に
室
町
時
代
作
品
を
鑑
定
す
る
際
に
、
狩
野
派
で
も
雪
舟
流
で

も
な
い
も
の
を
「
宗
丹
」
に
帰
す
る
と
い
う
一
般
的
な
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、

本
図
の
絵
師
や
制
作
年
代
を
考
え
る
際
の
参
考
と
は
な
り
え
な
い
。
奇
妙
な
紙
継
ぎ
と
い
い
、
独

特
な
発
色
の
絵
具
と
い
い
、
想
像
以
上
に
謎
の
多
い
作
品
で
あ
る
。
模
本
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ

な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
何
ら
か
の
流
派
に
属
し
て
い
る
は
ず
の
模
写
者
の
手
癖
が
見

え
な
い
。

　

ひ
と
つ
言
え
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
様
式
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
浴

び
を
す
る
叭
々
鳥
な
ど
、狩
野
派
の
図
柄
を
引
用
し
た
と
思
し
き
と
こ
ろ
は
そ
れ
な
り
に
巧
い
が
、

そ
う
で
な
い
と
思
し
き
と
こ
ろ
は
む
し
ろ
稚
拙
で
あ
っ
て
、
こ
の
巧
拙
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
同
居

に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
鴛
鴦
の
と
ま
る
岩
の
描
き
方
に
関
東
水
墨
画
風
な
と
こ
ろ
も
な
い

で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
こ
の
絵
師
本
来
の
も
の
な
の
か
、
手
本
と
な
っ
た
絵
か
ら
引
用
さ
れ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
も
、
何
と
も
言
い
難
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
混
ざ
り
か
た
を
す
る
と
い

う
こ
と
自
体
、
本
図
が
十
五
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

が
、
さ
り
と
て
十
七
世
紀
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
に
古
拙
な
絵
を
描
く
絵
師
が
い
る
か
ど
う
か
は
疑

問
な
の
で
、
漠
然
と
十
六
世
紀
中
～
末
期
頃
、
主
流
に
は
な
ら
な
か
っ
た
古
様
を
伝
え
る
絵
師
の

一
作
例
と
し
て
認
識
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ち
な
み
に
種
類
不
明
の
朱
色
の
鳥
は
、「
直
信
」
印
を
捺
す
（
つ
ま
り
狩
野
松
栄
筆
の
（「
花
鳥
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に
つ
い
て
」（『
美
学
論
究
』
一
四
号
、
一
九
九
九

年
三
月
（

註（
（
（
従
来
、
フ
リ
ー
ア
本
は
『
欧
米
蒐
集
日
本
美
術
図
録
』（
繭
山
龍
泉
堂
編
。
一
九
六
六
年
十
月
（

の
情
報
に
拠
り
、
刀
磨
・
鋳
物
師
、
巫
・
博
打
の
二
断
簡
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
参
考

文
献
に
掲
げ
た
岡
氏
の
論
考
に
も
あ
る
よ
う
に
、
十
人
の
詠
者
と
和
歌
を
そ
な
え
る
巻
子
本
（
三

二
・
九
×
六
八
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
で
、
そ
の
図
様
も
歴
博
本
と
一
致
す
る
五
番
本
で
あ
る
。

な
お
本
絵
巻
に
は
、
山
名
貫
義
が
作
者
を
土
佐
光
信
と
す
る
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
（
の
鑑

定
書
が
付
属
し
て
い
る
。
フ
リ
ー
ア
本
の
調
査
の
便
を
お
は
か
り
い
た
だ
い
た
ア
ン
・
ヨ
ネ
ム
ラ

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
2
（ 

こ
れ
ら
の
画
像
は
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
の
調
査
写
真
よ
り
複
写
し
た
。

花
鳥
図
屛
風
（
図
版
4
（

　

六
曲
一
隻
、
紙
本
著
色
、
竪
一
五
六
・
八
セ
ン
チ
、
横
二
三
五
・
〇
セ
ン
チ
、
蔵
品
番
号

54.37

　

特
殊
な
紙
継
が
な
さ
れ
た（
挿
図
6
（本
間
屛
風
で
、画
面
向
か
っ
て
右
手
奥
に
滝
落
ち
を
置
き
、

そ
こ
か
ら
水
流
が
左
方
向
へ
向
か
い
、
画
面
左
端
の
湖
水
に
い
た
る
。
滝
壺
の
横
に
花
を
つ
け
た

梨
（
あ
る
い
は
海
棠
（
の
大
樹
を
配
し
、
そ
こ
か
ら
水
流
の
手
前
に
か
け
て
地
面
を
設
定
し
、
菫
、

蒲
公
英
、
蝦
夷
菊
（
？
（、
牡
丹
、
萱
草
、
蓮
、
葦
、
沢
潟
な
ど
の
花
卉
草
花
と
、
朱
色
の
鳥
（
種

類
不
明
（、
叭
々
鳥
、
大
瑠
璃
、
雀
、
鴛
鴦
、
山
鵲
、
白
頭
翁
（
？
（、
翡
翠
と
い
っ
た
小
禽
を
配
す
。

水
中
の
鯉
、
空
中
の
蝶
と
い
っ
た
、
こ
の
手
の
花
鳥
図
屛
風
に
は
比
較
的
珍
し
い
題
材
も
丹
念
に

描
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
モ
チ
ー
フ
の
配
置
に
も
全
体
の
構
図
に
も
あ
ま
り
メ
リ
ハ
リ
が
な
い
。
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

100

三
〇

図
屛
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
（、無
落
款
な
が
ら
松
栄
筆
と
み
ら
れ
る
「
花
鳥
図
屛
風
」（
伝

狩
野
永
徳
筆
、白
鶴
美
術
館
蔵
（、あ
る
い
は
狩
野
松
栄
工
房
に
よ
る
「
四
季
草
花
小
禽
図
屛
風
」（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
（
に
も
登
場
す
る
。
そ
う
一
般
的
に
描
か
れ
る
鳥
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

本
図
の
制
作
時
期
を
考
え
る
上
で
ひ
と
つ
の
目
安
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

（
綿
田　

稔
（

南
蛮
屛
風
（
図
版
5
、
6
（

　

六
曲
一
双
、
紙
本
金
地
著
色
、（
各
（
竪
一
五
三
・
九
セ
ン
チ
、
横
三
五
九
・
六
セ
ン
チ
、
蔵

品
番
号64.（3A

, B

。

　

高
さ
三
四
・
四
セ
ン
チ
の
紙
を
五
段
に
貼
り
継
い
だ
本
間
屛
風
で
、
左
隻
に
は
異
国
か
ら
渡
来

し
た
南
蛮
船
が
荷
下
ろ
し
を
す
る
光
景
が
、
右
隻
に
は
上
陸
し
た
南
蛮
人
の
行
列
と
、
そ
れ
を
迎

え
る
日
本
の
港
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
絵
師
を
示
す
落
款
印
章
は
な
く
、
そ
の
他
伝
来
を
示
す
情

報
も
作
品
に
は
付
随
し
て
い
な
い
。
貼
り
込
ま
れ
た
金
箔
は
一
辺
が
七
・
四
セ
ン
チ
。
た
だ
し
右

隻
の
一
部
で
一
辺
九
・
八
セ
ン
チ
の
大
き
な
金
箔
が
使
わ
れ
て
お
り
、
あ
な
が
ち
後
補
で
は
な
さ

そ
う
な
の
で
、
不
可
解
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
う
ぶ

0

0

で
は
な
い
が
、
悪
質
な
修
復
・
加
飾
・
古
色
付

け
を
経
て
い
な
い
こ
と
も
、
在
外
の
作
品
と
し
て
は
幸
運
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
図
は
す
で
に
『
南
蛮
屛
風
集
成
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
八
（
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

南
蛮
船
に
唐
美
人
が
乗
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
図
様
的
な
特
徴
に
つ
い
て
は
当
書
所
載
の
泉

万
里
に
よ
る
解
説
に
詳
し
い
の
で
、
繰
り
返
さ
な
い
。

　

た
だ
し
氏
の
解
説
は
未
調
査
の
ま
ま
図
版
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
て
、
最
後
に
「
図
版
で
見
る
限
り
十
七
世
紀
前
半
の
も
の
と
は
考
え
に
く
い
」
と
い
う
。
こ

れ
に
対
し
、
現
物
を
見
る
限
り
、
十
七
世
紀
中
後
半
ま
で
降
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
、
と
い
う

所
見
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
狩
野
派
の
様
式
に
連
な
る
人
物
や
建
物
の
表
現
に
崩
れ
た
と
こ
ろ

や
不
自
然
な
誇
張
が
な
く
、
流
派
不
詳
な
筆
法
で
描
か
れ
た
岩
石
や
樹
木
、
波
濤
に
も
変
な
誇
張

が
な
い
。
風
俗
と
し
て
も
と
り
た
て
て
不
審
な
点
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
図
を
積
極

的
に
十
七
世
紀
前
半
か
ら
締
め
出
す
要
素
は
見
あ
た
ら
な
い
。
人
物
の
顔
貌
表
現
や
プ
ロ
ポ
ー
シ

ョ
ン
に
は
狩
野
孝
信
あ
た
り
の
様
式
も
透
け
て
見
え
、
十
七
世
紀
も
中
盤
以
降
に
は
こ
の
描
法
を

会
得
し
た
絵
師
は
も
は
や
生
存
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
屛
風
は
慶
長
期
の
作
例
の
一
継
承
例

挿図 6　花鳥図屛風の紙継（完成形）
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続
稀
蹟
雑
纂

三
一

と
し
て
、
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
前
半
の
範
疇
に
加
え
る
に
十
分
な
質
は
備
え
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。

（
綿
田　

稔
（

源
氏
物
語
図
屛
風
（
図
版
7
（

　

二
曲
一
隻
、
紙
本
著
色
、
竪
一
四
六
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
六
八
・
八
セ
ン
チ
、
蔵
品
番
号

77.36

。

　

五
段
に
貼
り
継
い
だ
二
曲
屛
風
に
『
源
氏
物
語
』
第
二
十
八
帖
「
野
分
」
の
情
景
を
描
い
た
も

の
。
野
分
の
翌
日
、
六
条
院
の
秋
好
中
宮
の
庭
で
女
童
た
ち
が
虫
籠
の
虫
に
露
を
含
ま
せ
て
い
る

様
子
が
表
さ
れ
て
い
る
。
斜
め
に
配
し
た
建
物
の
前
に
竹
垣
を
巡
ら
せ
た
庭
が
広
が
り
、
右
奥
に

は
水
の
流
れ
が
表
さ
れ
る
。
庭
に
五
人
の
女
童
、
縁
側
に
は
二
人
の
女
房
が
描
か
れ
る
。
秋
草
の

咲
き
乱
れ
る
庭
で
色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
纏
っ
た
可
憐
な
女
童
た
ち
が
虫
籠
を
手
に
あ
そ
ぶ
様
子

は
、
風
雅
な
秋
の
画
題
と
し
て
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」（
和

泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
（
な
ど
で
は
室
内
の
秋
好
中
宮
の
姿
を
表
す
場
合
も
あ
る
が
、
本
図

で
は
女
房
の
背
後
の
御
簾
が
降
ろ
さ
れ
て
視
界
が
遮
ら
れ
て
い
る
。
庭
に
は
撫
子
、
女
郎
花
、
紫

苑
な
ど
の
花
が
表
さ
れ
、
竹
垣
の
手
前
に
は
松
の
木
が
描
か
れ
る
。

　

本
図
は
経
年
変
化
が
著
し
く
、
複
数
回
の
修
理
を
経
て
お
り
、
制
作
当
初
の
表
現
効
果
を
留
め

て
い
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
画
面
上
下
の
雲
霞
、
秋
露
が
満
ち
た
庭
の
銀
泥
や
銀
砂
子
は
黒

変
し
、
草
花
の
茎
や
葉
を
表
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
緑
色
や
水
流
の
青
色
は
ま
っ
た
く
色
味
が
感
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
に
退
色
し
、
白
濁
し
た
痕
跡
が
幻
影
の
よ
う
に
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
薄
な
ど
の

秋
草
を
表
す
流
麗
な
細
線
や
、
か
す
か
に
認
め
ら
れ
る
水
面
の
波
紋
な
ど
か
ら
、
細
部
ま
で
入
念

に
描
き
込
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
人
物
の
描
写
を
見
て
み
る
と
、
縁
側
の
勾
欄

に
寄
り
添
う
二
人
の
女
房
（
挿
図
7
（、
庭
先
に
二
人
、
お
よ
び
庭
の
中
央
に
三
人
（
挿
図
（
（
の

五
人
の
女
童
、
合
わ
せ
て
七
人
の
顔
は
引
目
鉤
鼻
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
豊
頬
長
顎
の
よ
う
な
特

徴
を
示
す
が
、
穏
や
か
な
画
風
で
、
不
自
然
な
誇
張
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
顔
貌
は
淡
墨
を
主
体

と
し
て
表
さ
れ
、
瞳
、
上
瞼
の
線
、
鼻
孔
、
口
の
輪
郭
線
が
濃
墨
で
描
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
（
挿

図
（
（。
こ
の
よ
う
な
顔
貌
表
現
に
類
似
す
る
作
例
と
し
て
は
、
狩
野
長
信
「
花
下
遊
楽
図
屛
風
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
の
人
物
描
写
（
右
隻
第
五
扇
、
挿
図
（0
（
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

源
氏
物
語
図
屛
風
は
、
五
十
四
帖
を
表
す
も
の
、
い
く
つ
か
の
帖
の
場
面
を
一
つ
の
場
面
に
組

み
合
わ
せ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
近
世
初
期
以
降
、
各
流
派
に
よ
っ
て
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
。
本

図
と
同
様
に
一
つ
の
帖
を
独
立
し
た
画
面
に
表
す
例
は
、土
佐
光
吉
周
辺
の
作
品
と
見
ら
れ
る「
源

氏
物
語
図
屛
風　

澪
標
図
」（
個
人
蔵
、『
住
吉
さ
ん
』
展
図
録
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
を

参
照
（
な
ど
が
類
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
本
図
と
こ
の
「
澪
標
図
」
は
二
曲
一
隻
と
い
う
画
面

形
式
だ
け
で
な
く
、
雲
霞
表
現
や
幾
何
学
的
な
切
箔
に
よ
る
加
飾
方
法
に
も
共
通
性
を
見
出
す
こ

挿図 7　源氏物語図屛風　二人の女房

挿図 （　源氏物語図屛風　三人の女童

挿図 （　源氏物語図屛風　女童の顔
貌

挿図 （0　花下遊楽図屛風の人物描写
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

102

三
二

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
狩
野
光
信
周
辺
の
作
品
と
さ
れ
る
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
出
光
美
術
館
旧

蔵
、右
隻
を
初
音
、左
隻
を
野
分
と
す
る
六
曲
一
双
の
雛
屛
風
、黒
田
泰
三
氏
「
狩
野
光
信
と
遊
楽
人
物
図
」

『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
五
、
一
九
九
九
年
を
参
照
（
の
「
野
分
図
」
は
、
屋
敷
の
構
造
や
秋
好
中

宮
や
夕
霧
の
姿
が
表
さ
れ
る
点
が
本
図
と
は
異
な
る
も
の
の
、
右
奥
に
水
流
を
表
す
点
や
竹
垣
の

構
造
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
表
現
の
特
徴
と
類
例
と
の
比
較
に
よ
り
、
本
図
は
十
七

世
紀
前
半
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
江
村
知
子
（

厳
島
・
近
江
名
所
図
屛
風
（
図
版
（
、
（
（

　

六
曲
一
双
、
紙
本
金
地
著
色
、
竪
一
四
三
・
一
セ
ン
チ
、
横
三
四
一
・
六
セ
ン
チ
、
蔵
品
番
号

53.6A
B

　

五
段
に
貼
り
継
い
だ
六
曲
一
双
屛
風
の
左
隻
に
厳
島
図
、右
隻
に
近
江
名
所
図
を
表
し
た
も
の
。

厳
島
図
と
天
橋
立
図
あ
る
い
は
和
歌
浦
図
な
ど
、
二
つ
の
名
所
を
六
曲
一
双
屛
風
と
し
て
構
成
し

た
十
七
世
紀
の
作
例
は
多
く
、
本
図
も
そ
の
一
例
と
言
え
る
。
左
隻
の
厳
島
図
は
、
知
念
理
氏
が

「
個
人
蔵
「
厳
島
図
」
�
変
貌
す
る
聖
地
と
そ
の
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
�
」（『
広
島
県
立
美
術
館
研

究
紀
要
』
五
、
二
〇
〇
一
年
（
で
考
察
さ
れ
て
い
る
「
厳
島
図
」（
以
下
A
本
と
す
る
（
と
ほ
ぼ
同
様

の
構
図
・
図
様
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
央
第
三
～
五
扇
に
東
か
ら
見
た
厳
島
神
社
を
表
し
、

第
五
扇
上
部
に
大
聖
院
、
や
や
下
方
に
鐘
楼
、
第
六
扇
に
は
上
部
に
白
糸
の
滝
、
棚
守
屋
敷
と
見

ら
れ
る
屋
形
、
三
重
塔
（
実
際
に
は
五
重
塔
（
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
一
・
二
扇
に
は
本
来

は
厳
島
神
社
の
東
側
、
つ
ま
り
本
図
に
お
け
る
左
側
に
位
置
す
る
は
ず
の
有
の
浦
の
町
並
み
が
続

き
、
呉
服
屋
（
挿
図
（（
（
や
魚
屋
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
。
第
二
扇
中
央
に
は
宮
島
の
北
端
の
聖
崎

の
海
中
に
あ
る
は
ず
の
蓬
莱
岩
、
そ
の
右
上
に
は
遊
女
屋
、
左
上
に
は
若
衆
歌
舞
伎
と
見
ら
れ
る

芝
居
小
屋
（
挿
図
（2
（
が
表
さ
れ
る
。
本
図
と
A
本
は
画
面
を
縁
取
る
金
雲
の
形
状
、
建
物
や
舟
、

人
物
の
配
置
ま
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
本
図
が
A
本
（
竪
一
五
三
・
二
セ
ン
チ
、
横
三
五
四
・
四
セ
ン
チ
（

よ
り
も
寸
法
が
小
さ
い
の
は
、過
去
の
修
理
に
よ
っ
て
周
囲
が
切
り
詰
め
ら
れ
た
た
め
と
見
ら
れ
、

同
一
あ
る
い
は
類
似
す
る
粉
本
を
用
い
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
相
違
点
と
し
て

は
、
Ａ
本
で
赤
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
大
鳥
居
や
そ
の
手
前
の
屋
形
船
（
挿
図
（3
（
の
旗
が
、
本
図

で
は
白
く
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
平
舞
台
（
挿
図
（4
（
の
端
に
腰
掛
け
る
二
人
を
含
む
三
人
組

の
う
ち
、
左
下
の
若
衆
が
Ａ
本
で
は
剃
髪
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
上
方
の
描
き
直
さ

れ
た
跡
の
あ
る
台
の
左
側
に
い
る
成
人
男
性
二
人
が
A
本
で
は
若
衆
の
姿
で
表
さ
れ
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
Ａ
本
は
一
隻
屛
風
で
あ
る
が
、
本
図
に
は
右
隻
が
あ
る
。

　

右
隻
第
一
・
二
扇
に
は
、
楼
門
を
備
え
た
神
社
の
社
殿
が
表
さ
れ
、
神
輿
渡
御
や
武
者
行
列
と

そ
れ
を
見
物
す
る
人
々
が
描
か
れ
る
。
中
央
の
第
三
・
四
扇
に
琵
琶
湖
と
見
ら
れ
る
水
面
が
大
き

く
広
が
り
、
第
五
・
六
扇
に
は
、
参
詣
の
人
々
な
ど
で
賑
わ
う
寺
社
と
そ
の
門
前
の
町
並
み
が
描

か
れ
て
い
る
。
第
一
扇
右
端
に
は
、
山
と
樹
木
、
金
雲
の
間
を
二
基
の
神
輿
が
渡
御
す
る
様
子
が

描
か
れ
、
一
見
す
る
と
山
王
祭
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
他
の
日
吉
山
王
祭
礼
図
屛
風
の
作
例
と

は
異
な
る
描
写
も
多
い
。
第
一
扇
上
方
の
社
殿
は
拝
殿
と
本
殿
が
連
結
し
た
構
造
、
そ
の
左
下
の

社
殿
は
不
可
思
議
な
ほ
ど
複
雑
な
構
造
を
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
日
吉
大
社
の
ど
の
社
殿
と
は
特

定
で
き
な
い
。
神
輿
の
駕
輿
丁
た
ち
は
烏
帽
子
に
白
水
干
と
い
う
装
束
で
、
他
の
日
吉
山
王
祭
礼

図
の
諸
肌
脱
ぎ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
駕
輿
丁
に
較
べ
る
と
、
古
式
で
厳
か
な
様
相
で
あ
る
（
挿

図
（5
（。
一
方
、
老
若
男
女
が
見
物
す
る
沿
道
に
は
山
車
が
曳
か
れ
（
挿
図
（6
（、
母
衣
武
者
ら
の

武
者
行
列
や
、
笛
・
鉦
・
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
楽
人
や
曲
芸
師
な
ど
の
人
々
の
群
れ
が
賑
や
か
に

描
か
れ
る
が
、
山
王
祭
の
儀
礼
と
特
定
で
き
る
よ
う
な
描
写
は
認
め
ら
れ
な
い
。
第
三
扇
に
は
、

白
い
鳥
居
が
水
中
に
表
さ
れ
て
い
る
。
湖
中
に
鳥
居
の
あ
る
神
社
の
描
写
と
し
て
は
、
近
江
の
厳

島
と
も
称
さ
れ
る
白
髭
神
社
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
が
、「
近
江
名
所
図
屛
風
」（
滋
賀
県
立
近
代
美

術
館
（
の
同
社
の
描
写
と
も
、
本
図
の
社
殿
と
は
大
き
く
異
な
る
。
第
四
扇
中
央
に
は
、
大
き
な

松
の
木
と
、
そ
の
傍
ら
で
飲
食
を
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
唐
崎
を
表
し
た
も
の
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
鳥
居
な
ど
唐
崎
神
社
と
見
な
せ
る
よ
う
な
モ
テ
ィ
ー
フ
は
描
か
れ
て
は
い
な

い
。
大
き
く
拡
が
る
水
面
に
は
白
い
細
線
で
波
紋
が
表
さ
れ
、
艫
に
鳥
居
を
つ
け
た
船
や
、
屋
形

船
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
。
第
五
扇
の
水
辺
の
街
道
に
は
茶
屋
や
草
鞋
屋
が
軒
を
連
ね
、
人
々
の

行
き
交
う
様
子
が
表
さ
れ
、中
に
は
参
詣
者
と
見
ら
れ
る
女
性
の
二
人
連
れ
が
描
か
れ
て
い
る（
挿

図
（7
（。
第
五
・
六
扇
に
は
、
楼
門
、
懸
造
（
舞
台
造
（
の
礼
堂
と
本
堂
な
ど
多
数
の
堂
宇
が
表
さ

れ
、
境
内
に
は
駕
籠
に
乗
っ
た
参
詣
者
や
、
緋
毛
氈
の
上
で
飲
食
を
す
る
人
々
（
挿
図
（（
（
な
ど

が
描
か
れ
て
い
る
。
第
五
扇
上
部
に
描
か
れ
る
の
が
多
宝
塔
で
は
な
く
、
三
重
塔
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
寺
院
も
湖
南
の
名
刹
で
あ
る
石
山
寺
と
は
断
定
で
き
な
い
描
写
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
右
隻
は
琵
琶
湖
を
中
心
と
し
た
近
江
の
名
所
を
描
い
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
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三
三

挿図 （（　左隻・厳島図　呉服屋

挿図 （3　左隻・厳島図　屋形船

挿図 （5　右隻・近江名所図　神輿

挿図 （7　右隻・近江名所図　街道

挿図 （2　左隻・厳島図　芝居小屋

挿図 （4　左隻・厳島図　平舞台

挿図 （6　右隻・近江名所図　山車

挿図 （（　右隻・近江名所図　石山寺

414.indb   103 15/02/09   15:35



美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

104

三
四

え
る
が
、
構
図
や
社
殿
の
描
写
な
ど
に
現
実
の
位
置
関
係
や
他
作
例
と
は
大
き
く
異
な
る
点
が

多
々
見
ら
れ
る
た
め
、場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
各
描
写
の
様
子
か
ら
、

琵
琶
湖
近
隣
の
印
象
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
選
択
さ
れ
て
描
か
れ
た
名
所
絵
風
の
風
俗
図
で
あ
る
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
全
体
の
構
成
や
風
景
描
写
、
人
物
の
顔
貌
や
着
衣
の
描
写
な
ど
か

ら
、
本
図
は
制
作
当
初
か
ら
厳
島
と
近
江
を
対
比
さ
せ
た
一
双
屛
風
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
右
隻
の
第
一
・
二
扇
の
間
の
社
殿
、
第
二
・
三
扇
の
鳥
居
の
一
部
が
欠
損
し
て
図
様
の

連
続
性
に
問
題
が
あ
る
の
は
、
全
体
的
に
寸
法
が
切
り
詰
め
ら
れ
た
た
め
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
左

隻
の
第
一
扇
上
部
と
右
隻
の
第
五
扇
上
部
は
、
金
地
の
他
の
部
分
と
異
な
り
青
み
が
か
っ
た
灰
色

を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
は
箔
足
の
よ
う
な
痕
跡
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
か
ら
何
か

別
の
材
料
が
塗
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
本
図
は
全
体
的
に
絵
具
の
剝
落
な
ど
の
損
傷
や
後
世

の
補
筆
が
認
め
ら
れ
、
鑑
賞
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
穏
や
か

で
お
お
ら
か
な
人
物
の
顔
貌
表
現
や
人
物
の
着
衣
の
衣
紋
線
を
金
泥
線
で
描
き
起
こ
す
な
ど
の
細

部
表
現
は
、
十
八
世
紀
以
降
の
各
種
画
題
の
図
様
が
様
式
化
し
た
後
の
も
の
と
は
見
ら
れ
な
い
。

知
念
氏
は
A
本
に
つ
い
て
十
七
世
紀
後
半
の
町
絵
師
に
よ
る
作
例
で
、
同
時
代
の
変
化
と
と
も
に

伝
統
的
な
名
所
絵
に
現
実
的
な
娯
楽
性
や
個
々
の
表
現
に
当
世
流
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
本
図
も
実
際
の
風
景
や
寺
社
の
様
子
を
正
確
に
写
し
取
ろ

う
と
す
る
傾
向
よ
り
も
、
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
景
色
の
中
で
人
々
が
思
い
思
い
に
群
れ
集
う
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
複
数
の
流
派
の
画
風
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
A
本
と
同
様
に
十
七
世
紀
後
半
の
町
絵
師
に
よ
る
作
品
と
推
測
で
き
る
。（

江
村
知
子
（
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・
文
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